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は
じ
め
に

成
田
空
港
は
、
開
港
40
年
目
を
超
え
て
新

た
な
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
２

０
１
８
年
３
月
13
日
、
千
葉
県
と
成
田
空

港
周
辺
９
市
町※

１

、
成
田
国
際
空
港
株
式
会

社
（
以
下
、
Ｎ
Ａ
Ａ
）、
国
に
よ
る
「
成
田
空

港
に
関
す
る
四
者
協
議
会
（
以
下
、
四
者
協

議
会
）」
が
開
催
さ
れ
、
成
田
空
港
の
さ
ら

な
る
機
能
強
化
が
最
終
合
意
に
至
っ
た
。
こ

の
合
意
に
基
づ
い
て
、
Ａ
滑
走
路
の
飛
行
時

間
を
従
来
の
「
６
時
～
23
時
」
か
ら
「
６
時

～
０
時
」
へ
延
長
す
る
変
更
が
19
年
冬
ダ
イ

ヤ
か
ら
適
用
さ
れ
た
他
、
新
た
な
Ｃ
滑
走
路

（
３
５
０
０
ｍ
）
の
増
設
や
Ｂ
滑
走
路
の
北
側

１
０
０
０
ｍ
の
延
伸
な
ど
、
年
間
発
着
枠
を

現
在
の
30
万
回
か
ら
50
万
回
へ
拡
大
す
る
た

め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

施
設
の
整
備
だ
け
で
は
な
く
、
空
港
を
運

用
す
る
人
材
の
確
保
が
必
要
に
な
る
が
、
全

国
的
に
人
手
不
足
が
顕
在
化
す
る
中
で
は
、

さ
ら
な
る
地
域
か
ら
の
人
材
供
給
が
機
能
強

化
を
実
現
す
る
た
め
の
鍵
に
な
る
。
こ
の
た

め
、
地
域
で
は
、
新
た
に
空
港
や
関
連
産
業

で
活
躍
す
る
人
材
か
ら
暮
ら
し
の
拠
点
と
し

て
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
が
不
可
欠

と
な
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
空
港
に
人
材
を

供
給
し
続
け
ら
れ
る
地
域
と
し
て
成
田
空
港

周
辺
地
域
の
持
続
的
な
発
展
を
実
現
す
る
こ

と
が
、
成
田
空
港
の
機
能
強
化
の
実
現
に
向

け
て
欠
か
せ
な
い
フ
ァ
ク
タ
ー
と
な
っ
て
い

る
。そ

こ
で
本
稿
で
は
、
成
田
空
港
を
取
り
巻

く
最
近
の
動
向
や
今
後
の
課
題
な
ど
を
整
理

し
つ
つ
、
成
田
空
港
の
機
能
強
化
を
起
爆
剤

と
し
た
周
辺
地
域
の
持
続
的
な
発
展
に
向
け

て
、
今
後
必
要
と
な
る
取
り
組
み
な
ど
に
つ

い
て
考
察
し
た
い
。

⑴ 

成
田
空
港
を
取
り
巻
く
最
近
の
動
向

成
田
空
港
の
路
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
ア
ジ

ア
の
主
要
空
港
と
比
較
す
る
と
、
仁
川
国
際

空
港
（
韓
国
）
な
ど
で
は
ア
ジ
ア
路
線
が
約

80
％
を
占
め
て
い
る
の
に
対
し
、
成
田
空
港

は
ア
ジ
ア
路
線
が
52
％
、
北
米
・
欧
州
・
豪

州
が
26
％
、
国
内
線
が
22
％
と
な
っ
て
い

る
。
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
強

み
で
あ
り
、
特
に
ア
ジ
ア
と
北
米
の
経
由
地

と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

成
田
空
港
の
暫
定
平
行
滑
走
路
の
供
用
開

始
（
２
０
０
２
年
度
）
以
降
の
航
空
機
発

着
回
数
は
、
11
年
度
ま
で
は
、
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
（
08
年
9
月
）
に
伴
う
世
界
的
な

景
気
低
迷
や
東
日
本
大
震
災
の
発
生
（
11
年

３
月
）
な
ど
か
ら
年
間
19
万
回
前
後
で
横
ば

い
推
移
し
た
。
そ
の
後
は
、
12
年
以
降
に

国
内
外
の
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
就
航
が
続
い
た
こ
と

や
、
ア
ジ
ア
路
線
を
中
心
に
国
際
線
の
新
規

就
航
・
増
便
が
相
次
い
だ
こ
と
か
ら
、
右
肩

上
が
り
の
動
き
が
続
い
た
。
そ
の
結
果
、
18

年
度
の
航
空
機
発
着
回
数
は
約
26
万
回
、
航

空
旅
客
数
は
約
４
３
１
８
万
人
、
航
空
貨
物

量
は
約
２
１
３
万
ト
ン
と
な
り
、
航
空
機
発

着
回
数
お
よ
び
航
空
旅
客
数
は
過
去
最
高
と

な
っ
た
。

こ
う
し
た
成
田
空
港
の
航
空
旅
客
数
の
伸

び
は
、
都
心
と
成
田
空
港
を
結
ぶ
公
共
交
通

千葉県では官民連携の「成田空港活用協議会」が実行組織となり、
「成田空港を活用した経済活性化」と「成田空港を利用する人流・物流の拡大」
を目指し、さまざまな取り組みが進められている。
成田空港はどのように成長し、地域経済に貢献していくのか。
また、地域は空港をどのように活用しようとしているのか。
成田空港と周辺地域の持続的な発展に向け、
最近の動向や課題を整理し、今後必要となる取り組みについて考察する。
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※ 1： 成田市、富里市、香取市、山武市、栄町、神崎町、多古町、芝山町、横芝光町を指す。以下、９市町と記載
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の
発
展
に
下
支
え
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ

け
、
10
年
に
開
業
し
た
京
成
電
鉄
の
成
田
ス

カ
イ
ア
ク
セ
ス
線
は
、
都
心
か
ら
成
田
空
港

ま
で
を
最
速
36
分
（
従
来
比
▲
15
分
）
で
結

ん
で
い
る
他
、
成
田
空
港
～
羽
田
空
港
間
直

結
の
「
ア
ク
セ
ス
特
急
」
が
新
設
さ
れ
る
な

ど
、
成
田
空
港
の
ア
ク
セ
ス
利
便
性
の
向
上

に
大
き
く
寄
与
し
た
。
19
年
10
月
に
は
、
ス

カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
の
運
行
本
数
が
、
１
日
59
本

か
ら
82
本
に
増
便
さ
れ
る
な
ど
ア
ク
セ
ス
が

さ
ら
に
良
く
な
っ
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
成
田
空
港
を
取
り
巻
く
経
営

環
境
は
、
決
し
て
楽
観
で
き
な
い
状
況
に
あ

る
。
成
田
空
港
の
航
空
旅
客
数
の
17
年
の
世

界
順
位
は
18
位
と
07
年
（
7
位
）
か
ら
大
幅

に
ラ
ン
ク
ダ
ウ
ン
し
て
い
る
。
国
内
に
目
を

転
じ
る
と
、
国
際
線
乗
降
客
数
の
国
内
空
港

間
シ
ェ
ア
は
、
羽
田
空
港
の
再
国
際
化
や
地

方
空
港
に
お
け
る
国
際
線
就
航
な
ど
を
映
じ

て
、
08
年
度
の
56
％
か
ら
18
年
度
に
は
34
％

に
大
き
く
落
ち
込
ん
で
い
る
。
ま
た
、
成
田

空
港
は
、航
空
貨
物
の
優
位
性
が
高
い
イ
メ
ー

ジ
が
あ
る
も
の
の
、
航
空
貨
物
量
の
世
界

ラ
ン
キ
ン
グ
は
同
３
位
か
ら
５
位
、
国
際
線

貨
物
取
扱
量
の
国
内
シ
ェ
ア
は
同
68
％
か
ら

54
％
と
、
い
ず
れ
も
下
落
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
数
字
を
見
る
限
り
、
成
田
空
港
を
取
り

巻
く
環
境
は
厳
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
ア
ジ
ア
で
は
、
経

済
成
長
を
背
景
に
国
際
空
港
が
台
頭
し
て
き

て
い
る
。
将
来
を
展
望
し
て
も
、
規
制
緩
和

に
よ
る
中
国
路
線
お
よ
び
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
拡
大
な
ど
に
よ
り
国
際
航
空
需
要
の

さ
ら
な
る
増
大
が
見
込
ま
れ
る
中
、
ア
ジ
ア

の
ラ
イ
バ
ル
空
港
は
設
備
拡
張
・
高
度
化
な

ど
の
機
能
強
化
を
積
極
的
に
進
め
て
い
る
。

首
都
圏
空
港
（
成
田
空
港
お
よ
び
羽
田
空

港
）
が
世
界
に
伍ご

し
て
い
く
ア
ジ
ア
の
ハ
ブ

と
な
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
受
け
入
れ
て
日

本
経
済
を
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
さ

ら
な
る
機
能
強
化
の
早
期
実
現
と
空
港
を
起

点
と
し
た
鉄
道
お
よ
び
道
路
の
整
備
が
喫
緊

の
課
題
と
い
え
る
。

⑵ 

成
田
空
港
の
さ
ら
な
る
機
能
強
化
が
進
展

首
都
圏
空
港
を
取
り
巻
く
国
内
外
の
環
境

変
化
に
対
応
し
、
そ
の
競
争
力
を
高
め
る
た

め
、
２
０
１
８
年
３
月
に
開
催
さ
れ
た
四
者

協
議
会
に
お
い
て
成
田
空
港
の
さ
ら
な
る
機

能
強
化
が
合
意
に
至
っ
た
。
こ
の
合
意
を
受

け
て
、
国
土
交
通
省
は
、
19
年
11
月
に
空
港

施
設
の
設
置
・
管
理
を
規
定
す
る
基
本
計
画

を
53
年
ぶ
り
に
改
定
し
、
空
港
敷
地
の
拡
大

や
、
新
設
・
延
長
す
る
滑
走
路
の
仕
様
な
ど

を
明
記
し
た
。
そ
の
後
、
Ｎ
Ａ
Ａ
は
、
航
空
法

に
基
づ
く
空
港
等
の
変
更
許
可
申
請
を
国
土

交
通
省
に
提
出
、
今
年
１
月
31
日
に
は
、
国

土
交
通
省
が
許
可
。
Ｎ
Ａ
Ａ
に
よ
る
と
、
今

回
の
申
請
に
伴
う
総
事
業
費
は
５
千
億
円
程

度
で
、
28
年
度
末
の
完
成
を
目
指
す
と
い
う
。

成
田
空
港
の
機
能
強
化
が
実
現
す
る
と
、

航
空
機
発
着
回
数
の
上
限
は
50
万
回
（
18
年

度
比
＋
１
・
９
倍
）
と
な
り
、
羽
田
空
港
を

合
わ
せ
た
首
都
圏
空
港
の
航
空
機
発
着
回
数

は
約
１
０
０
万
回
と
な
る
。
ま
た
、
将
来
的

に
は
、
成
田
空
港
の
航
空
旅
客
数
は
７
５
０

０
万
人
（
同
＋
１
・
７
倍
）、
航
空
貨
物
量

は
３
０
０
万
ト
ン
（
同
＋

１
・
４
倍
）
に
増
加
す
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
成

田
空
港
の
機
能
強
化
が
千
葉

県
経
済
に
与
え
る
イ
ン
パ
ク

ト
は
大
き
い
。

一
方
、
首
都
圏
で
は
、
成

田
空
港
の
機
能
強
化
の
動
き

に
加
え
て
、
圏
央
道
や
外
環

道
な
ど
三
環
状
線
を
中
心
に

高
速
道
路
網
が
整
備
さ
れ
、

首
都
圏
経
済
の
一
体
化
が
急

速
に
進
ん
で
い
る
。
経
済
の

一
体
化
は
、
各
地
域
の
産
業

交
流
の
活
発
化
に
よ
る
相
乗

効
果
が
期
待
で
き
る
半
面
、

地
域
間
競
争
の
激
化
も
示
唆

し
て
い
る
。
千
葉
県
が
成
田

空
港
の
機
能
強
化
に
伴
う
経

済
的
な
恩
恵
を
享
受
す
る
た

め
に
は
、
首
都
圏
に
お
け
る

千
葉
県
の
位
置
付
け
（
強

み
）
を
活
か
す
と
と
も
に
、

成
田
空
港
を
活
用
し
た
成
長

戦
略
と
オ
ー
ル
千
葉
に
よ
る

取
り
組
み
が
欠
か
せ
な
い
。

⑶ �
成
田
空
港
周
辺
９
市
町

の
成
長
戦
略

　

�（〔
仮
称
〕
実
施
プ
ラ
ン

の
推
進
）

成
田
空
港
を
活
用
し
た
成

長
戦
略
の
策
定
は
、
四
者
協

都心と成田空港を結ぶ公共交通の利便性向上が成田空港の発展を下支えする
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議
会
の
連
携
の
下
で
、
成
田
空
港
周
辺
９
市

町
の
エ
リ
ア
で
先
行
的
に
動
き
出
し
て
い

る
。四

者
協
議
会
は
、
２
０
１
８
年
３
月
に
９

市
町
の
今
後
の
地
域
振
興
に
向
け
た
『
成
田

空
港
周
辺
の
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
「
基
本

プ
ラ
ン
」』
を
取
り
ま
と
め
た
。
同
プ
ラ
ン

で
は
、
成
田
空
港
の
機
能
強
化
の
経
済
効
果

を
周
辺
地
域
が
取
り
込
む
た
め
に
、
①
幅
広

い
分
野
の
「
産
業
振
興
」
を
図
る
、
②
道
路

網
を
は
じ
め
と
し
た
「
イ
ン
フ
ラ
整
備
」
に

注
力
す
る
、
③
空
港
周
辺
住
民
の
生
活
が
一

層
充
実
す
る
よ
う
「
生
活
環
境
」
の
向
上
に

取
り
組
む
、
と
い
う
三
つ
の
方
向
性
を
打
ち

出
し
た
。

四
者
協
議
会
は
、
同
プ
ラ
ン
を
ベ
ー
ス
に

地
域
の
将
来
像
や
具
体
的
な
施
策
・
事
業
を

整
理
し
た
『
成
田
空
港
周
辺
の
地
域
づ
く
り

に
関
す
る
「（
仮
称
）
実
施
プ
ラ
ン
」』（
以

下
、
実
施
プ
ラ
ン
）
を
20
年
３
月
に
取
り
ま

と
め
、
20
年
度
よ
り
成
田
空
港
を
活
用
し
た

地
域
振
興
策
が
本
格
始
動
す
る
。

「
実
施
プ
ラ
ン
」
の
計
画
期
間
は
、
32
年

（
航
空
機
発
着
回
数
50
万
回
化
の
時
期
）
ま

で
と
し
て
お
り
、
地
域
の
発
展
と
空
港
の
発

展
が
好
循
環
す
る
地
域
づ
く
り
を
目
的
と

し
、「
生
活
環
境
の
向
上
」
を
は
じ
め
、「
産

業
振
興
」「
イ
ン
フ
ラ
整
備
」
を
地
域
活
性

化
策
の
柱
と
し
て
、
実
現
性
を
精
査
し
た

「
今
、
で
き
る
こ
と
」
と
、
将
来
像
に
向
け

て
「
今
後
、
検
討
す
べ
き
こ
と
」
を
整
理
す

る
こ
と
で
実
現
性
・
実
効
性
を
確
保
し
な
が

ら
、
空
港
や
周
辺
地
域
で
の
整
備
の
進
展
な

ど
に
応
じ
て
「
成
長
す
る
実
施
プ
ラ
ン
」
と

し
て
不
断
の
見
直
し
を
行
う
戦
略
と
し
て
い

る
。成

田
空
港
の
将
来
構
想
で
は
、
第
1

フ
ェ
ー
ズ
と
し
て
、
28
年
度
末
ま
で
に
新
滑

走
路
等
を
供
用
開
始
し
、
第
２
フ
ェ
ー
ズ
と

し
て
、
30
年
代
ま
で
に
第
４
タ
ー
ミ
ナ
ル
お

よ
び
新
貨
物
施
設
等
を
整
備
す
る
。「
実
施

プ
ラ
ン
」
で
は
、
こ
う
し
た
空
港
の
将
来
構

想
を
支
え
つ
つ
、
そ
の
効
果
を
享
受
す
る
地

域
の
将
来
像
と
し
て
、「
地
域
と
空
港
を
支

え
る
人
材
の
確
保
を
起
点
と
し
た
地
域
づ
く

り
」
を
標
榜
し
た
。

と
り
わ
け
、
空
港
内
で
の
従
業
員
の
増
加

に
加
え
、
企
業
誘
致
や
観
光
・
農
業
振
興
に

よ
る
雇
用
の
場
の
創
出
に
よ
り
、
成
田
空
港

内
外
で
機
能
強
化
に
伴
う
雇
用
増
加
が
最

大
で
約
６
・
４
万
人
程
度
見
込
ま
れ
て
い
る

こ
と
は
、
空
港
周
辺
地
域
に
と
っ
て
は
地
域

活
性
化
の
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
と
言
え
る
。
す

な
わ
ち
、
９
市
町
が
こ
れ
ら
の
新
た
な
就
業

者
の
移
住
の
受
け
皿
と
な
る
機
会
が
増
え
る

他
、
地
元
の
若
者
が
空
港
関
連
企
業
に
就
職

す
る
こ
と
で
、
定
住
人
口
の
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
、
地
域
社
会
・
経
済
の
持
続
可
能
性

を
高
め
る
効
果
も
期
待
で
き
る
。
こ
れ
ら
の

各
主
体
の
施
策
・
事
業
の
推
進
に
よ
っ
て
機

能
強
化
に
伴
う
従
業
員
と
そ
の
家
族
を
住
民

と
し
て
取
り
込
む
こ
と
で
、
９
市
町
の
32
年

の
人
口
目
標
は
42
万
人
（
現
状
の
エ
リ
ア
人

口
約
38
万
人
＋
４
万
人
程
度
）と
し
て
い
る
。

そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、
空
港
関
連
企
業

と
の
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
の
就
業
促
進
の

取
り
組
み
や
、
地
元
の
小
中
学
生
た
ち
に
成

田
空
港
を
働
く
場
と
し
て
認
識
さ
せ
る
キ
ャ

リ
ア
教
育
、
移
住
者
や
若
者
に
終
の
棲
家
と

し
て
選
ば
れ
る
よ
う
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

多
様
化
に
対
応
し
た
魅
力
的
か
つ
個
性
的
な

ま
ち
づ
く
り
と
い
っ
た
地
域
特
性
を
活
か
し

な
が
ら
幅
広
い
分
野
で
空
港
の
効
果
を
取
り

込
む
地
域
活
性
化
策
を
、
四
者
が
連
携
し
て

推
進
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
地
域
特
有
の
財

政
需
要
に
対
す
る
国
の
財
政
措
置
や
、
都
心

直
結
線
な
ど
鉄
道
の
整
備
と
い
っ
た
四
者
の

枠
組
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
部
分
は
、
連
携

し
て
要
望
活
動
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
る
。

⑷ 
成
田
空
港
周
辺
地
域
の
最
近
の
開
発
動
向

成
田
空
港
周
辺
地
域
で
は
、
成
田
空
港
の

機
能
強
化
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
さ
ま
ざ
ま

な
開
発
案
件
が
既
に
動
き
出
し
て
い
る
。

交
通
イ
ン
フ
ラ
の
面
で
は
、
２
０
１
９
年

３
月
に
北
千
葉
道
路
の
成
田
市
船
形

－

押
畑

間
（
延
長
３
・
８
㎞
）
が
開
通
し
た
他
、
24

年
度
に
は
、
圏
央
道
の
大
栄
Ｊ
Ｃ
Ｔ

－

松
尾

横
芝
Ｉ
Ｃ
間
が
開
通
（
こ
れ
を
も
っ
て
千
葉

県
区
間
が
全
通
）
す
る
見
通
し
と
な
っ
て
い

る
。
圏
央
道
の
同
区
間
内
に
は
、
二
つ
の
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
整
備
さ
れ
る
予
定
で
あ

り
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
に
お
け
る
新

た
な
産
業
用
地
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
。成

田
市
に
お
い
て
は
、
市
に
よ
り
吉
倉
地

区
で
新
駅
（
京
成
線
の
京
成
成
田
駅
と
成
田

空
港
駅
と
の
中
間
地
点
）
の
整
備
も
含
め
た

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
既
に
、
20
年
４
月
の
開
院
に
向
け
て
、

国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院
（
診
療
科
39
科
、

病
床
数
６
４
２
床
）
や
医
師
社
宅
・
看
護
師

寮
の
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
他
、
同
病
院

を
核
と
し
た
医
療
関
連
産
業
の
集
積
促
進
や

住
環
境
の
整
備
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。

１
９
７
４
年
に
業
務
を
開
始
し
た
「
成
田

公
設
地
方
卸
売
市
場
」
で
は
、
老
朽
化
の
進

行
に
伴
い
、
２
０
２
１
年
度
を
目
標
に
空
港

隣
接
地
へ
の
移
転
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

新
た
な
成
田
市
場
で
は
、
農
水
産
物
の
「
輸

出
拠
点
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、
輸
出

手
続
き
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
や
首
都
圏
に
お

け
る
産
地
・
集
荷
地
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、

加
工
機
能
の
充
実
な
ど
に
取
り
組
む
と
い

う
。
と
り
わ
け
、
千
葉
県
で
は
、
空
輸
に
不

向
き
な
重
量
野
菜
（
大
根
や
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
）

や
魚
介
類
の
産
出
額
が
日
本
有
数
で
あ
る
だ

け
に
、
地
域
の
農
業
・
漁
業
関
係
者
と
連
携

し
た
６
次
産
業
化
の
推
進
に
よ
り
、
加
工
品

の
輸
出
割
合
を
い
か
に
高
め
て
い
け
る
か
が

成
功
の
鍵
を
握
っ
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

空港や駅では多言語化対応が急ピッチで進む
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成
田
空
港
活
用
協
議
会
へ
の
期
待

成
田
空
港
の
機
能
強
化
に
伴
う
経
済
波
及

効
果
を
９
市
町
の
み
な
ら
ず
千
葉
県
内
の
各

エ
リ
ア
に
あ
ま
ね
く
浸
透
さ
せ
る
た
め
に

は
、
観
光
・
産
業
拠
点
や
２
次
交
通
網
な
ど

千
葉
県
固
有
の
イ
ン
フ
ラ
を
有
効
に
活
用
し

つ
つ
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
が
不

可
欠
で
あ
る
。
そ
の
旗
振
り
役
を
期
待
さ
れ

て
い
る
の
が
「
成
田
空
港
活
用
協
議
会
」
で

あ
る
。
同
協
議
会
は
、
成
田
空
港
を
活
用
し

た
千
葉
県
経
済
の
活
性
化
事
業
を
「
オ
ー
ル

千
葉
」
で
進
め
る
た
め
に
２
０
１
３
年
に
設

立
さ
れ
た
唯
一
の
官
民
連
携
組
織
で
あ
り
、

19
年
時
点
の
会
員
数
は
、
１
４
８
団
体
（
企

業
・
団
体
会
員
：
１
０
２
社
・
団
体
、
県
・

市
町
村
会
員
：
46
団
体
）
と
な
っ
て
い
る
。

同
協
議
会
で
は
、
成
田
空
港
の
活
用
を

テ
ー
マ
に
し
た
経
済
活
性
化
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ

ナ
ー
や
航
空
・
空
港
関
連
企
業
の
商
談
会
な

ど
県
内
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
拡
大
に

向
け
た
事
業
の
他
、
県
民
を
対
象
と
し
た
成

田
空
港
の
利
用
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
親
子

見
学
バ
ス
ツ
ア
ー
な
ど
成
田
空
港
の
利
用
促

進
に
向
け
た
事
業
を
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
。

今
後
は
、
成
田
空
港
の
機
能
強
化
と
い
う

追
い
風
に
対
応
し
て
、
成
田
空
港
と
地
域
社

会
が
Ｗ
ｉ
ｎ
Ｗ
ｉ
ｎ
の
関
係
と
な
る
よ
う
な

将
来
像
を
い
か
に
描
い
て
い
く
か
が
課
題
と

な
る
。

同
協
議
会
で
は
、
急
増
し
て
い
る
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
を
県
内
観
光
地
に
誘
引
す
る
た
め
の

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
商
品
の
開
発
や
、
地
域

が
一
体
と
な
っ
た
受
け
入
れ
体
制
の
構
築
な

ど
を
主
要
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
成
果
を
踏
ま
え
、
官

民
連
携
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
機
能
を
担
う

立
場
か
ら
、
引
き
続
き
会
員
企
業
あ
る
い
は

地
域
間
の
連
携
を
一
層
強
固
な
も
の
に
し

て
、
相
乗
効
果
を
高
め
る
事
業
の
創
出
に
取

り
組
む
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

お
わ
り
に
～
成
田
空
港
お
よ
び
千
葉
県
の
持

続
的
な
発
展
に
向
け
て
～

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
成
田
空
港

を
取
り
巻
く
現
状
や
今
後
の
課
題
を
踏
ま

え
、
成
田
空
港
の
機
能
強
化
を
追
い
風
に
千

葉
県
が
持
続
的
に
発
展
し
て
い
く
た
め
に
必

要
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
提
言
し
た
い
。

世
界
の
航
空
需
要
を
展
望
す
れ
ば
、
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
地
域
を
中
心
に
年
率
４
～
５
％

程
度
の
伸
び
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
将
来
に

わ
た
っ
て
の
航
空
旅
客
と
航
空
貨
物
の
増
加

に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
鉄
道
お
よ
び
道
路

の
整
備
に
よ
る
輸
送
力
増
強
と
強
靭
化
の
取

り
組
み
が
欠
か
せ
な
い
。

鉄
道
整
備
の
面
で
は
、
都
心
直
結
線
構
想

や
京
葉
線
の
複
々
線
化
の
早
期
実
現
の
他
、

現
在
、
Ｊ
Ｒ
線
と
京
成
線
で
は
成
田
空
港
内

で
同
一
の
ル
ー
ト
を
使
用
し
て
お
り
、
災

害
・
テ
ロ
等
の
発
生
時
や
将
来
の
需
要
増
加

へ
の
対
応
に
不
安
が
あ
る
た
め
、
今
後
の
対

応
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
現
在
の
成
田
エ

ク
ス
プ
レ
ス
大
宮
行
き
は
都
内
を
経
由
す
る

ル
ー
ト
と
な
っ
て
お
り
、
成
田
か
ら
大
宮
に

直
接
至
る
ル
ー
ト
を
既
存
路
線
も
活
用
し
つ

つ
整
備
す
れ
ば
、
大
宮
を
通
る
各
新
幹
線
等

か
ら
の
ア
ク
セ
ス
利
便
性
の
向
上
に
つ
な
が

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
は
、
長
期
的

に
み
た
首
都
圏
の
発
展
余
地
を
確
保
す
る
た

め
に
、
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
と
並
行
し
て

鉄
道
を
通
し
、
品
川
か
ら
羽
田
空
港
を
経
由

し
て
木
更
津
・
千
葉
・
東
京
を
結
ぶ
東
京
湾

大
環
状
線
を
構
築
す
る
こ
と
は
、

将
来
の
バ
ス
の
運
転
手
不
足
を
視

野
に
入
れ
る
と
、
そ
の
意
義
は
大

き
く
、
検
討
に
値
す
る
も
の
と
考

え
る
。

千
葉
県
の
道
路
整
備
の
最
近
の

動
き
を
み
る
と
、
２
０
１
８
年
６

月
に
外
環
道
三
郷
南
Ｉ
Ｃ

－

高
谷

Ｊ
Ｃ
Ｔ
間
、
19
年
３
月
に
は
北
千

葉
道
路
（
成
田

－

市
川
間
）
の
船

形

－

押
畑
間
が
相
次
い
で
開
通
し

た
。
ま
た
、
圏
央
道
の
県
内
未
開

通
区
間
（
大
栄
Ｊ
Ｃ
Ｔ

－

松
尾
横

芝
Ｉ
Ｃ
）
も
24
年
度
を
目
途
に
開

通
す
る
見
通
し
と
な
っ
て
お
り
、
県
内
の
道

路
整
備
は
、
着
々
と
進
展
し
て
い
る
。
今

後
の
千
葉
県
内
の
道
路
整
備
を
展
望
す
る

と
、
千
葉
県
が
「
千
葉
県
道
路
整
備
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
の
な
か
で
整
備
を
明
言
し
て
い
る
銚

子
連
絡
道
路
・
長
生
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
に
加

え
、
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
の
普
通
車
通
行

料
金
８
０
０
円
の
恒
久
化
や
北
千
葉
道
路
の

早
期
全
通
が
求
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
長
期
的

な
視
点
に
立
て
ば
、
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン

の
拡
幅
お
よ
び
東
京
湾
口
道
路
、
第
二
東
京

湾
岸
道
路
の
整
備
な
ど
、
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
検
討
も
並
行
し
て
進
め
る
べ
き
で
あ

る
。こ

れ
ら
の
成
田
空
港
を
起
点
と
し
た
鉄
道

お
よ
び
道
路
の
整
備
は
、
成
田
空
港
と
千
葉

県
の
み
な
ら
ず
、
首
都
圏
全
体
の
持
続
的
な

発
展
を
下
支
え
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

例
え
ば
、
上
記
の
外
環
道
の
開
通
に
よ
り
、

京
葉
臨
海
部
と
柏
方
面
の
ア
ク
セ
ス
利
便
性

は
飛
躍
的
に
向
上
し
た
。
柏
の
葉
地
区
は
千

葉
県
屈
指
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
で
あ
る

が
、
柏
の
葉
と
京
葉
臨
海
部
（
幕
張
新
都
心

や
か
ず
さ
ア
カ
デ
ミ
ア
パ
ー
ク
を
含
む
）
が

新
た
な
交
通
イ
ン
フ
ラ
を
介
し
て
連
携
す
れ

ば
、
自
動
車
の
自
動
運
転
や
Ａ
Ｉ
、
ド
ロ
ー

ン
な
ど
次
世
代
型
の
高
付
加
価
値
産
業
が

集
積
す
る
「（
仮
称
）
日
本
版
シ
リ
コ
ン
バ

レ
ー
」
と
し
て
機
能
す
る
可
能
性
も
高
ま
る

だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
次
世
代
型
産
業
の
集
積

は
、
世
界
と
の
人
材
往
来
の
活
発
化
お
よ
び

精
密
部
品
な
ど
航
空
貨
物
の
増
加
に
寄
与
す

る
な
ど
、
成
田
空
港
の
航
空
需
要
の
増
加
に

向
け
た
追
い
風
と
な
る
。

圏央道

東関東自動車道

常磐自動車道

関越自動車道

中央自動車道

東海道新幹線

上越新幹線

川崎

横浜

東京

都心直結線都心直結線

成田・大宮新線成田・大宮新線

リニア中央新幹線リニア中央新幹線
羽田空港羽田空港

千葉県

成田国際空港成田国際空港
第二東京湾岸道路第二東京湾岸道路

外環道外環道

長生グリーンライン長生グリーンライン

東京湾口道路東京湾口道路

銚子連絡道路銚子連絡道路

館山・鴨川道路館山・鴨川道路

東京湾大環状線
（アクアライン鉄道）
東京湾大環状線
（アクアライン鉄道）

■千葉県の30年後の将来像■千葉県の30年後の将来像
東北自動車道東北自動車道

東名高速道路

アクアラインアクアライン

鴨川・大原道路

北千葉道路

茂原・一宮・
大原道路

東北新幹線東北新幹線

（出所）千葉県経済同友会
「千葉県の30年後の将来像」


